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［
主
張
］ 

九
月
三
〇
日
、
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
の
逝

去
に
と
も
な
う
沖
縄
県
知
事
選
挙
の
投
開
票
が
お
こ
な
わ
れ
、

前
衆
議
院
議
員
の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
、
前
宜
野
湾
市
長
の
佐

喜
真
淳
氏
ら
他
の
候
補
を
破
り
、
当
選
し
た
。
得
票
は
デ
ニ

ー
氏
三
九
万
票
、
佐
喜
真
氏
三
一
万
票
。
投
票
率
は
六
三
％

で
あ
っ
た
。
佐
喜
真
氏
ら
各
候
補
の
健
闘
を
称
え
る
と
と
も

に
、
前
回
の
県
知
事
選
挙
の
翁
長
前
知
事
の
得
票
は
お
ろ
か
、

稲
嶺
恵
一
元
知
事
の
歴
代
最
多
得
票
も
超
え
た
デ
ニ
ー
氏
の

当
選
を
心
か
ら
お
祝
い
し
、
デ
ニ
ー
氏
の
掲
げ
た
「
新
時
代

沖
縄
」
の
到
来
に
期
待
し
た
い
。 

                   

四
年
前
の
翁
長
前
知
事
の
知
事
就
任
以
来
、
虎
視
眈
々
と

県
政
奪
還
・
基
地
押
し
つ
け
を
企
ん
で
き
た
安
倍
政
権
は
、

沖
縄
や
基
地
に
関
す
る
数
々
の
デ
マ
を
拡
散
し
、
金
を
ば
ら

ま
き
、
権
力
を
ふ
り
か
ざ
し
、
恫
喝
を
繰
り
返
し
て
「
沖
縄

つ
ぶ
し
」
を
実
行
し
て
き
た
。
安
倍
首
相
や
菅
官
房
長
官
は

翁
長
前
知
事
の
面
会
要
請
を
長
期
間
放
置
し
た
が
、
そ
れ
は

ま
さ
し
く
安
倍
政
権
に
よ
る
沖
縄
の
民
意
の
無
視
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
二
月
の
名
護
市
長
選
挙
は
じ
め
沖
縄
県
内
の
各
選
挙

で
勝
利
を
重
ね
、
あ
る
種
の
「
沖
縄
包
囲
網
」
を
築
き
上
げ

て
き
た
が
、
そ
の
企
て
は
こ
の
選
挙
に
よ
っ
て
崩
れ
去
っ
た 

                   の
で
あ
る
。
安
倍
政
権
は
沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、
デ
ニ
ー

氏
の
掲
げ
る
「
新
時
代
沖
縄
」
と
向
き
合
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

デ
ニ
ー
氏
は
佐
喜
真
氏
に
八
万
票
も
の
差
を
つ
け
た
が
、

佐
喜
真
氏
も
三
一
万
票
の
得
票
と
い
う
大
健
闘
だ
。
こ
の
「
も

う
一
つ
の
民
意
」
に
敬
意
を
表
し
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

る
必
要
が
あ
る
。
佐
喜
真
氏
支
持
と
い
う
「
も
う
一
つ
の
民

意
」
を
無
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
安
倍
政
権
の
や
り

口
と
か
わ
ら
な
い
。
東
京
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
拡
大
し
て
し

ま
っ
た
沖
縄
の
「
分
断
」
の
修
復
が
デ
ニ
ー
氏
の
急
務
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
も
「
も
う
一
つ
の
民
意
」
に
耳
を
傾
け
、 

 

1部 1000円 

（別途送料 160円） 

本
号
の
内
容
【
主
張
】
沖
縄
県
知
事
選
挙 

新
時
代
沖
縄
に
向
き
合
お
う 

分
断
の
修
復

が
新
知
事
の
急
務
だ
（
木
川
智
）
…
１
／
【
解
説
】
第
五
回
南
北
首
脳
会
談
開
催
さ
れ

る 

朝
鮮
戦
争
と
日
本
（
西
山
徹
）
…
３
【
連
載
】
ア
ジ
ア
放
浪
記
―
歴
史
を
掘
り
起
こ

し
日
本
を
見
る 

台
湾
編
⑤(

仲
村
之
菊)

…
６
／
八
月
・
九
月
活
動
報
告
…
８
／
【
記
録

沖
縄
戦
⑥
】
軍
民
・
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
（
沖
縄
戦
史
研
究
会
「
棒
兵
隊
」）
…

１
８
／
お
知
ら
せ
・
編
集
後
記
…
２
０ 

 

神
苑
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沖縄県知事選挙 

玉城デニー氏当選 

新
時
代
沖
縄
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修
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が

新

知

事

の

急
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だ 

 


